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  今回の表紙の写真は、第 1回目のコラージュ教室に参加された 

会員さんの作品です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ★この写真はユーチューブに掲載されたものです。 

    アドレスとQRコードから動画もお楽しみください。 

https://www.youtube.com/watch?v=oAHM7OtZXko 

テレビ会議の様子 

https://www.youtube.com/watch?v=oAHM7OtZXko
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高次脳機能障害友の会・いばらき 顧問 丹羽真理子 

この暑い最中に、リビングルームのエアコンが壊れました。10 年間働いてくれた

ことには感謝ですが何もこんな猛暑の時に・・。皆さんは、熱中症対策大丈夫ですか？ 

先日、「いっちゃんは、ビリビリマンー高次脳機能障害なオットと私の日々－」（著

者：白井京子 発行：星湖舎）を読みましたが、皆さんにご紹介したいと思います。

夫が 2006 年に病気で倒れ重度の高次脳機能障害を発症、その奥さんの京子さんが

執筆しました。いっちゃんはご主人の事ですが、ビリビリマンとは、家の中の壁紙を

ビリビリ破いてそれを見た京子さんの反応にゲラゲラ笑うご主人に、京子さんが呼び

名を付けたそうです。 

歩けるまでに回復して仕事復帰、体の負担が重く再度倒れ、命がやっと助かりその

後のリハビリ先を夢中で探しあてます。京子さんは高校教師を続けながら、86 キロ

離れた病院へ週末ごとに送り迎えと介護とで体も心も疲れ果てる日々を過ごします。

その後、納谷クリニックの納谷敦夫先生にお会いして通院、交流が始まりました。納

谷先生の言葉：「倒れて５年経ったら少ぅしましになるで、

十年経ったらずっと楽になるからな」「あんたはなぁ、お父

ちゃんのことになると百二十％やるやろ。二十％でよろし

から。やり過ぎ」「山をつくらずに淡々とやりなさい。山を

つくるから谷に落ちます」・・・やっぱり涙が湧いてきます。 

あるとき仕事でとても疲弊してため息をつく京子さんを

見て、いっちゃんがいきなり口笛を吹きました。その音色がとても素晴らしい上に励

ましてくれる気持ちが分り京子さんは号泣しました。さらにその様子をみたいっちゃ

んが肩をポンポンと叩いたことで、支えられているのは自分の方だったと気付いたそ

うです。その後も口笛奏者やそのコンサートの体験からいっちゃんの口笛のＣＤ作成

を目指し、応援くださる方々とチームを作り完成させました。ついにいっちゃんと京

子さんの居場所を作ることが出来たそうです。 

京子さんのように体験本を出された方々は、皆こう言います。高次脳機能障害は特

別な障がいではなく誰でもなり得るもの、広く知ってもらい理解してもらいたい。そ

してそうなれば本人達への手助けも手を出しやすく、すんなりと地域へ溶け込めてい

くのではないかと。そして、障がいを負ったら不幸で同情される対象と思わないでほ

しいと。本当にそうですね。社会的理解の拡大は、当事者や家族の目標であり願いで

す。そして、障がい＝不幸と思い込んでいる人による言動はいりません。私の娘が事

故に遭ったとき、リハビリをしても自力歩行はできないと言われたとき、そのほかの

失ったものを次々と見せつけられたとき、欲しいと思ったのは同情ではなく一緒に寄

り添ってくれる言葉であり行動でした。それを受けた時の幸福感は忘れられません。

幸せは他人ではなく自分の心が決めるものです。 

娘と共に長い時間を歩んできてみると、私でさえいろいろなことを考えることにな

りました。京子さんの言葉：「いっちゃんは、私に生きるとは？家族を守るとは？介護

とは？を教えてくれる先生です。」そう、同じように娘の存在が私に生きるって何？と

いつも問いかけてきます。そしてさらにその一所懸命な姿は、「お母さんも、私みたい

にあきらめずにがんばってよ。」とハッパをかけてくるようにも見えます。・・・でも

まあ、暑さと「老化」に負けないよう淡々と行くことにします。 

は じ め に 
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 令和２年度 高次脳機能障害友の会・いばらき 事業予定   

 役  員  会  報  告   

令和 2年 ６月 16日 議事（１）新役員との顔合わせ 

 （２）Web交流室について 

 （３）今後の活動について 

令和 2年 ７月 31日 議事（１）県北集会について 

 （２）専門職協会について 

 （３）当事者会について 

 （４）次回広報誌の内容 

 家 族 会 交 流 室 か ら の 報 告   

令和２年 ６月１２日 相談者２組 会員６名  

 支援センター⇒小原センター長 

（浅野・高松・土井）各コーディネーター 

令和２年 ７月１２日 相談者なし 会員８名 

 支援センター⇒山中コーディネーター  

令和２年 8月 9日 相談者２組 会員４名 

 支援センター⇒浅野コーディネータ－ 

 会     員 役 員 会 そ  の  他 

９月 

6日 県南集会 

11日 家族会交流室 

18日 県北家族の集い 

23日 神栖集会 

27日 第2回当事者会 

15日 役員会  3日 県北地区連絡会 

（支援センター主催） 

15日 会報誌発行 

 

10月 

9日 家族会交流室 

28日 神栖集会 

未定 県北集会 

20日 役員会  

11月 

13日 家族会交流室 

20日 県北家族の集い 

2５日 神栖集会 

  

12月 

11日 家族会交流室 

23日 神栖集会 

未定 県北集会 

15日 役員会 15日 会報誌発行 

 

役員会から 

項 目 
月 
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令和２年度がスタートしましたが、予定していた４月、６月の県北集会は、新型コ

ロナウイルス感染拡大の為、開催を見合わせ中止となりました。 

今回の『県北の広場』は、７月に開催した「第１回 県北集会家族の集い」の報告と

「支援者紹介」を掲載しました。県北集会でご一緒して下さるお二人が自己紹介をし

て下さいました。 

 

●第１回 県北集会家族の集い 報告  ７月１７日（金）１０：００～１１：３０ 

コロナ禍の中、時間を短縮し、検温、手消毒及び開始前、

終了後には、アルコール清掃をし、ソーシャルディスタン

スを心がけ開催いたしました。 

 久々の集いに会話も弾むはずでしたが、席が離れていた

り、マスク使用の会話で、話も聞き取りにくく、いつもと

違った感じでした。 

 とは言え、久しぶりにお会いし、共々元気な様子に、皆

笑顔で終了いたしました。 

 早い時期に、心おきなく、集会、家族の集いが開けることを願うばかりです。 

 

●支援者紹介 

 

現在は、ケアホーム(水戸市住吉町)に勤務し、そこにお住まいの方や短期入

所ご利用の方と一緒に過ごしています。環境やからだの変化など、日々の変

化に対応していくのは大変な事ではありますが、集会で皆さんとお会いする

と元気や刺激をたくさんいただき『こころの充電』ができる気がしています。

これからもどうぞ宜しくお願いします。 

            社会福祉法人 木犀会 ケアホームスマイルすみよし 弓家幸枝 

 

 

私は、約 4 年前より県北集会に参加させて頂いております。現在は、ケア

ホーム（水戸市吉沢町）に勤務しています。障がいのある方の生活の場を提

供しています。日々、利用者様が住みやすい環境を考えながら一緒に過ごし

ています。集会では、当事者様やご家族様、支援者の皆さまとお会いし、元

気や勇気をもらうとともに沢山学ばせて頂いております。 

これからもどうぞ宜しくお願い致します。 

社会福祉法人 木犀会 ケアホームスマイルよしざわ 山口美里 

県北の広場 
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今年度は、毎年続いているコラージュ教室を４，５月に計画し
ましたが、残念ながら２回とも新型コロナウイルスの感染拡大
により、開催することができませんでした。 
 しかし、「何とか集会ができないか」「会員同士で会いたい」という声が相次ぎ、 
７月１６日に家族だけでランチ会を行いました。参加者は７名でした。 
 特に議題はなく、当事者たちの自粛生活の様子や、通っている施設等の様子など、
やはり日ごろ気になる話題から流れていきましたが、美味しいパスタやデザートなど
をいただきながらの楽しいおしゃべりになりました。日ごろ、なかなかゆっくりとし
た会食もままならないこともあって、話題はいろいろな方面へ。コロナのことや暑さ
や体調のこと等、気になることも、ちょっと忘れて楽しい笑い声が響きました。三蜜
を避け、いろいろと気を遣いながらでしたが、時には私たち家族にもこのような癒し
の時間も必要なのではないかと思いました。 

◎はじめて集会に参加された会員さんより感想をいただきました。 

本田 孝夫さんより 
初めて参加させていただきましたが、食事をしながら気楽な雰囲気で、いろ

いろな話ができてとてもいい気分転換になりました。樹木の緑に囲まれた個室
も落ち着けたし、何しろ美味しいパスタと珈琲をゆっくりいただけたのも会話
を楽しめた一助になっていたと思います。家族の支援を続ける中での貴重な
「ホッとする」時間と場をありがとうございました。 

 

◎また、今まで都合がつかず、いろいろな集会に出られませんでしたが、今回 
交流室や県南集会等に初めて出席されたという会員さんからも、それぞれの 
会へ参加してみての感想、また日ごろ思うことなどを寄せて頂きました。 

沓脱  道惠さんより 
参加してみると本当に楽しいし、ある方は得るものが多いと仰っていました。

どうぞ皆様も大変かとは思いますが、これからもいろいろな会にお気軽にご参
加くださいね。新型コロナウイルス感染拡大の中、皆様お元気でお過ごしでし
ょうか。緊急事態宣言も解除され、７月から家族会も始動し始めました。 

家族会交流室では、自己紹介があり、また新たに施設を立ち上げるための勉
強に来られた方も参加されました。 

また、県南集会では、７名で、牛久ガーデンカフェにて盛りだくさんのお話
が飛び交いました。私を除く参加者の皆さんは豊かな経験と知識のある方々で
とても楽しい会話ができ、意義ある集会でした。 

当事者の集会もスタートしましたが、茨城県高次脳機能障害者支援センター
の方々のサポートで進行され、１時間半の中で当事者の本音を語る場での集い、
終了後は当事者の満足された様子が楽しい時間で意義ある場だったことが感
じられました。休日を返上し、指導と進行をしていただいた支援センターの皆
さんに感謝申し上げたいと思います。 

今回は７月の集会は頑張ってすべて出させていただき、貴重なお話、体験(当
事者)ありがとうございました。 家族会を担って下さる役員の方々には感謝
です。今後ともよろしくお願いいたします。 

最近、ＡＬＳを患い亡くなった方の言葉で「あきらめは毒、夢はくすり」と 
おっしゃり、負けないで頑張りましょうとの言葉を残してお亡くなりになり

ました。私は、非常に心を打たれました。 共々頑張ってまいりましょう。 

県南の広場  
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神栖集会も 2 月 26 日以来活動休止していましたが、4 か月

ぶりに 6 月 24 日施設使用不可の中、ファミレスで勇気を出し

顔合わせしました。年度替えの会計引継ぎもあり、多忙中遠方か

ら浅野さんも合流されましたが、数十分で帰られ大変申し訳なく

思いました。 

7月 22日、5か月ぶりの福祉センターは人数的に“密”になるという事で急きょ

職員さんのアドバイスで部屋替えも出来、小原センター長、滝沢会長、新しく立ち上

げ中の“あそうの郷”より箕輪さんが活動見学という事で久々和やかに実のある活動

ができました。ありがとうございました。又、7月 27日予定されていた市の勉強会

も 7 月 30 日に念願叶い山中コーディネーターの分かりやすい説明のもと、大勢の

参加者も納得された事と推察しています。お疲れさまでした。 

裏方的には体調報告、使用器具の消毒 etc、大変になりましたが、家族会からコロ

ナが出ないよう願うばかりです。 

 

 

 

 

家族の会交流室は、筑波大付属病院の会議室をお借りし

て毎月第２金曜日に実施してまいりました。ところが、皆さ

んご承知のとおり、新型コロナウイルスの感染拡大により、

地域の中核である病院をお借りすることができなくなり、

３月より交流室自体も開催できなくなってしまいました。 

しかし、やはり家族の交流の場を求める声が相次ぎ、６月にはウエブでの開催に初

めてチャレンジしました。画面を通してではありますが、いつものように和気あいあ

いと、日ごろの自粛生活の様子や悩みなどが話し合われました。 

ですが、初めての参加を希望する方もいて、話し合った結果、コロナが収束し、筑

波大付属病院が再度お借りできるようになるまで、土浦市のふれあいセンター「なが

みね」に場所を変えて、開催することになりました。 

７月８月と開催しましたが、新しい施設の立ち上げのための勉強に来られた方、ま

た初めて、当事者を含めご家族で参加された方たちもいて、この会の意義の深さを感

じることができました。支援センタースタッフからのアドバイスや、当事者同士での

やり取りもあり、来てよかったと感想もいただきました。 

数名ではあっても、県内でも毎日新規感染者が出ている昨今、不安は尽きませんが、

日々高次脳機能障害への対応に悩んでいる人たちのためにも、何とか交流室を休むこ

となく感染防止に努めながら、続けていきたいと思っております。 

神栖の広場 

交流室報告 
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茨城県高次脳機能障害支援センター 山中俊広 

こんにちは。高次脳機能障害支援センターの山中です。この度、7 月 19 日(日)に

第１回目の当事者会を土浦市の総合福祉会館にて実施いたしました。当日を迎えるに

あたっては、会長の滝沢様、世話人をお引き受けいただいた飛田様、他の役員の方々

とも打ち合わせを重ねて、準備を進めてきました。私自身、当日を迎えるまでは、参

加いただける方が何人ぐらいいるのか、活発にお話が進むかなどの不安もありました

が、当日は10名以上の方にお集まりいただき、様々なお話をすることができました。

当事者会終了後に「また参加したい」「同じ境遇の方々と交流できて良かった」ととて

も有意義であったという声も聞くことができ、とても安心いたしましたし、嬉しかっ

たです。参加してみて、それぞれの参加者がどんな思いを抱きながら、日々の生活や

仕事をしているのか、どんなことを頑張っているのかを話し合う姿を拝見し、支援コ

ーディネーターとしてそれぞれの思いをしっかりと汲み取りながら、日々の相談に対

応できるようにしていきたいと思いました。 

当事者会、当事者グループというものは全国的にも求める声が非常に多い取り組み

になります。当事者同士で集まり、それぞれの体験談やこれまでの苦労、現在の悩み

等を共有し、お互いに支え合える場はとても貴重だと感じています。この当事者会は、

主体となるのは当事者の皆様方であり、話したくない時にはパスをする、この場で聞

いた内容については他では話さない等のルールも設けていますので、今後も多くの方

にご参加いただきたいです。これからも安心、安全な場を家族会の皆様方と協力しな

がら作っていきたいなと思っております。 

今後、茨城県でもこの取り組みが活発化して、各地で当事者の方が気軽に集まれる

場が徐々にでも増えることを願っております。今後ともご協力ください。よろしくお

願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初めての当事者会 
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『当事者の会が始動♪』 

待ちに待った当事者の会が開催されました。 

関係者のみなさまにあたたかく見守っていただいたことで自らも安心した心境で、

なんとか進行のサポートを務めることができましたことに深く感謝しております。

参加者のみなさまがどんな感想をもたれたか、とても気になるところです。 

個人的な意見になりますが、 

「当事者が安心して気軽に参加し、本音を共有しあえる語り場」が充実することで、

高次脳機能障害を取り巻く環境がどんどん切り開かれ、理解を広げる大切な場だと感

じた初回となりました。引き続き、当事者の意見を尊重した「当事者軸の集会」をサ

ポートできるよう努力します。次回の開催が楽しみです！ 

飛田利恵 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※土浦市役所障害福祉課 土浦療育支援センター所長 直井洋明様より、駐車券

200 円券 50 枚をご寄付いただきました。当会の当事者会活動にご理解とご協

力をいただき、ご厚意に深く感謝申し上げます。今後の活動に有 P効に活用させ

ていただきます。 

２７日 
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～～ 高次脳機能障害情報・支援センター(国立障害者リハビリテーションセンター)支援普及事業 ～～ 

日時：令和 2年 7月 17日 13：00～配信開始 オンライン会議  滝沢静江 

 国立リハビリテーションセンターの高次脳機能障害情報・支援センターでは、支援普及事業として毎年

「高次脳機能障害支援コーディネーター全国会議」を開催しています。全国の高次脳機能障害支援コーデ

ィネーターや福祉課職員が一堂に集まり行われるのですが、今年度は新型コロナウイルス感染拡大によ

りオンラインでの開催となりました。昨年、会員の石崎泰子さんが出版された本「お母さんのこと忘れた

らごめんね」を高次脳機能障害情報・支援センターの深津怜子センター長にお送りしたことから当会の事

を気に留めてくださり、今年度の会議に講師として招いてくださいました。娘さんの石﨑美香さんと私と

2人で「家族会についてと当事者の声」を発表しました。 

＜実績報告会＞  

沖縄県の取り組み「沖縄リハビリテーションセンター病院」 

沖縄県は、県内のごく限られたエリアのモノレール以外は鉄道が無く、車に依存した社会になっていま

す。沖縄リハビリテーションセンター病院での高次脳機能障害の支援体制の中に Dr、OT、ST、MSW

のメンバー構成から成る「自動車運転再開支援班」という研究班があり、他にも作業療法士会や自動車

学校とも協力し合い、自動車運転再開に向けての研究と支援を行っています。茨城県もやはり、生活に

自動車は欠かせない交通手段になっています。沖縄県での研究と支援は、今後も注目したい取り組みと

思いました。 

新潟県の取り組み「新潟県精神保健福祉センター」 

広い県内のどこでも同じ様な支援を受けられるよう、7 圏域の精神保健福祉センター内に高次脳機能障

害相談支援センターが設置されています。精神保健福祉相談員が地域の当事者や家族、支援者からの相談

を受けコーディネートをしています。おこなっている事業内容の中でも家族等支援がとても充実してい

て、家族教室家族のつどい・当事者のつどいを開催しています。そして、平成 30 年に県の事業として

429 の医療機関に「高次脳機能障害に関するアンケート調査」を行いました。調査結果は県のホームペ

ージに公表し、個別支援や体制の整備、そして今後の事業展開に反映させていくとの事でした。 

＜講  演＞ 

支援者の立場から 

神奈川県総合リハビリテーション事業団 地域リハビリテーション支援センター総括主査 瀧澤 学 氏

からのお話しです。病院の MSW として患者や家族からの相談を受け、地域で社会資源を使いながら受

傷後の生活を立て直す為の相談支援をされています。多職種連携による事例検討会を重ねるなどして多

くの高次脳機能障害者を支援してこられ、様々な経験をされているからこその貴重なお話しばかりでし

た。地域での啓発活動としての講演や、日本損保協会助成による「高次脳機能障害支援コーディネーター

多職種連携支援・事例検討会・制度活用の手引き」の発行に世話人として携わるなど、様々なことにご尽

力をされています。 

当事者の家族の立場から 

「高次脳機能障害友の会・いばらき」のこれまでの歩みや、当会の活動の紹介をしました。そして会設立

から 16年が経ち、高次脳機能障害支援センターや様々な方面の支援者との連携で、活動の充実を図れる

ようになってきた事、そして家族会からみた茨城県の高次脳機能障害支援の状況と、課題についてもお話

ししました。 

そして石﨑美香さんからは、ご自身を突然襲った病、抗 NMDA受容体脳炎を患ったことで高次脳機能障

害になり、社会復帰に向けては大変苦労を重ねてきました。その時に感じたご自分の想いを発表してくだ

さり、少しずつ生活も落ち着いてきた今は「つらい事はありましたが、病気にならなかったら出会えなか

った方達と出会えたこと、そして今の環境にいられることをプラスに考えている。」と発表されました。

今回発表したことが少しでも聞いてくださる方の心に伝わり、皆さんのこれからのお仕事や、同じ障がい

を持つ方々にも役に立てれば嬉しいと話してくださいました。 

最後の閉会のご挨拶をされていた深津怜子先生から美香さんに「社会復帰してから高次脳機能障害の評

価をうけるまでにどの位の時間がかかったの？」と質問をされました。2年半位と答えると「そんなにか

かったのね。もっと早くしてもらえたら、辛い思いや大変な苦労もしなくて済んだのにね。高次脳機能障

害に関わるものを代表して、お詫びさせてもらいます。」と仰ってくださいました。美香さんにとっては

何よりの応援の言葉になったのではないでしょうか。 

※今回の会議は高次脳機能障害情報・支援センターのHPに、支援普及事業として資料が掲載されています。 

高次脳機能障害支援コーディネーター全国会議に参加して 
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◎お買い物大好きママさん 

水戸市 加藤ドーリス さん 

想像を絶するような困難に遭いながらも、明るく生き

る加藤ドーリスさんにお話をお聞きしました。ドーリス

さんはガーナ出身の 43歳。中学 1年生の息子さんをも

つママさんです。ご主人の雅春さんが JICA青年海外協

力隊員としてガーナに派遣されていた時に出会い、帰国

後に二人は結婚をされました。楽しい新婚生活も束の間、

日本では色々な困難が待ち受けていました。 

◇ 出産後の脳出血で半身まひ、高次脳機能障害に 

待望の長男が生まれてから 12日後、突然頭痛を訴え救急搬送されました。診

断は「高血圧性脳出血」でした。幸い一命は取り留めましたが、左半身にまひが

残りました。ご主人との二人三脚での懸命なリハビリの結果、今では片手だけで

色々な家事をこなせるまでになりました。（ご主人のフォローもかなりありますが） 

現在は、週に 1日、城里町の「フロイデ工房しろさと」でリハビリを兼ねて作業

をしています。 

◇ 2012年喉頭がんに、そして翌年再発し、声を失う 

懸命なリハビリを続けていた頃、今度は『喉頭がん』が 

見つかりました。化学放射線治療をしましたが、1年後に 

再発したため喉頭を全摘出しました。 

そして完全に声を失いました。（歌手の「つんく♂さん」と同じ 

状態だそうです）しかし、ドーリスさんは食道と気道を管でつな 

いで声を出すシャント発声ができるので、耳を澄まして聞けば意思 

疎通は可能でした。ご主人との会話は英語が中心とのことですが、日本語もとても

お上手でした。 

◇楽しみはデパートでのお買い物 

ドーリスさんの一番の楽しみは、お買い物と、お気に入りのレストランでの食事

だそうです。もともと行動的な方だったので、家にじっとしていると悲しくなって

しまうとのことでした。主に買い物は茨城県で地域随一のデパート（水戸京成百

貨店）に出かけます。出かける際はロフストランド杖を持参していますが、デパ

ートに着くと車いすに乗り換えるそうです。又、おしゃれなレストランも好きで、

お気に入りのイタリアンレストランがつくば市にあり、家族三人で時々食事を楽

しまれているとのことでした。 

★ご主人の雅春さんのお話 

彼女はとても気丈な女性です。ガーナという国民性でもあるのか、状況を受け入れ

るのがとても上手です。私は自分たちの状況を生き地獄だと思っていましたが、彼女

は辛いことも全て自然に受け入れようとしています。そんな彼女に私は救われました。 

頑張ってる人 ⑪ 
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 この「筑波のかえる」では第 44号までで、自立訓練・生活訓練

施設の紹介をしてきました。今号からは、私たちが日頃よりお世話

になっている関係機関をご紹介していきたいと思います。 

 その前に、毎日の生活の中で何気なく聞いたり話したりしていながら、正しくは

どんな機関なのか、説明が難しい「なかぽつ」と「社会福祉協議会」について、調

べてみました。 

障害者就業・生活支援センター（なかぽつ）とは 

障害のある方に対する総合的支援の充実

を目的として設立された組織です。長い名

称のため、間の「・」を取って、「なかぽ

つ」とも呼ばれています。都道府県知事が

指定する公益法人（社団または財団）、社

会福祉法人、特定非営利活動法人（NPO）

などが運営しており、障害のある方の身近

な地域で就業面と生活面の一体的な相談・

支援を行います。 

 就業と、就業に伴う日常生活上の支援が

必要な方々に対し、求職相談、職場定着相

談、生活相談を行います。事業主に対して

は、雇用管理にかかわる助言、職場の環境

改善などの支援も行います。 

社会福祉協議会とは 

 行政関与によって戦前から戦中に設立した民間慈善団体の中央組織・連合会及び

その都道府県組織を起源とする組織で、地域福祉の推進を目的とする民間団体。略

して「社協」と呼んでいます。戦後アメリカから導入したコミュニティーワークの

普及推進と民間福祉事業やボランティア活動の推進・支援を目的としています。 

 社協は全国、都道府県、市町村単位にあり、各社協がそれぞれの地域に応じた活

動を行っています。 

関係機関訪問 
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※副理事長の平塚芳久さん、サービス管理責任者の

黒岩直人さんにお話しを伺いました。 

 障害者就業・生活支援センター「かすみ」   

  住所 土浦市真鍋新町１－１４ 

  電話 ０２９－８２７－１１０４ 

◎ 障害のある方の身近な地域において、就業面と生活面の一体的な相談・支援を行っ

ています。一般企業で働きたい障害のある方や、その雇用に取り組んでいる企業の

方々への相談・支援を行っています。 

・開設日時 月曜日～金曜日（8：30～17：00） 

・利用料  無料 

・利用方法 事前予約をお願いします。 

◎ 支援の内容 

①職場定着支援（3年半）※月に 1回会社訪問をしています。 

②就業に関する相談 

③職業準備訓練・職場実習のあっせん 

④ハローワーク等関係機関との連絡調整 

⑤就業に伴う生活相談助言 

 茨城障害者雇用支援センター   

◎ 上記の「かすみ」と同敷地内で、就労移行支援事業も行っています。 

・訓練期間 2年間 

•対象者 受給者証を持っている方 

（1週間の体験利用） 

・定員 20名 

◎ 提供するサービス（職業準備訓練） 

・就労に必要な知識及び能力の向上の 

ために訓練等の支援を行います。 

・段階的に作業の難易度を上げていき一人一人の適性を把握、能力を活かせ 

る職場開拓と実習の機会を提供（ステップアップフローと職場実習） 

・職場定着支援を行っています。 

◎ 主な訓練内容 

・おしぼり作業 ・各種組み立て分解作業 

・PC ・仕分け、ピッキング作業  

・ビジネスマナー ・朝終礼時の挨拶訓練など 

関係機関訪問① 

登録者数 679名 
相談件数 1764件 
会社訪問 589件 
※件数は延べ件数 

◇年に 4 回交流会を行って

います。卒業生もたくさ

ん参加します。 
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 土浦市社会福祉協議会   

 住所 土浦市大和町 9番 2号 

    土浦市総合福祉会館内（ウララ２ビル 4階） 

 電話 ０２９－８２１－５９９５ 

※お話は事務局次長の小関保行さんに伺いました。 

  （高校野球の審判もされるそうです。） 

◎ふれあいネットワーク 

 土浦市内の 8つの中学校区を「福祉コミュニティ圏」と 

捉え、保険・福祉・医療の専門スタッフにより要支援者や家

族をサポートするために推進している事業です。 

 各地区のコミュニティセンター（公民館）は、地域に密着

した福祉の窓口として必要な情報を提供したり、様々な相談

に応じたりしています。 

また、社協職員の方を「地域ケアコーディネーター」とし

てそれぞれ 1名配置しています。 

◇相談の内容としては？ 

  ・同居の家族に介護支援が必要になった。 

  ・一人暮らしの高齢者が食事作りに困っている。 

  ・福祉サービスを利用したい。 

  ・育児支援を受けたい。 

  ・福祉等に関する情報を知りたい。 など 

◇相談からサービス提供まで 

  各地区からの相談内容について、様々な職種の関係者による調整会議を２月に 

1回行っています。（ふれあい調整会議） 

 実務者レベルでの会議は 1月に 1回行っています。（スクラムネット） 

 ケア・サポートチームによる会議は随時行います。（ケア会議） 

◎日常生活自立支援事業 

 全国すべての社協で行われている事業です。自分一人で福祉サービスの契約などの

判断が不安な方や、生活費の管理に困っている人などが利用できます。サービスの内

容としては、福祉サービス利用の申し込み、契約手続き、日常的なお金の出し入れ、

預金通帳の預かりなどのお手伝いをしてもらいます。 

関係機関訪問② 

相談時間 

火～日曜日 

  8:30～17:15 

月曜日は土浦社協に相談 

  8:30～17:15 
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サービスの概要 

●当事者やその家族、関係機関等からの相談に応じ、包括的にコーディネートします。  

●相談・技術支援に関しては、相談者のニーズに応じて、県内全体への＊注）「モバイル型 

支援」を茨城県独自の支援方法として位置付けて運営します。  

●各種相談対応や研修会を通して、関係機関との連携を強化し、支援体制を整備します。 

＊注）「モバイル型支援」とは以下の 4つの特徴からなる支援です。 

1. 当事者・家族・支援者・関係機関・地域住民まで幅広い対象において、  

2. 課題が発生している現場にできる限りおもむき、  

3. 現場での状況や視点に基づいて、各職種による専門的な見立てをし、  

4. 支援の対象者が主体的に問題を解決できるサポートを展開していくことです。  

 

令和 2 年度第一回高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会 

令和 2年 8月 24日（月）13:30～15:30 

茨城県立医療大学 福利厚生棟 集会室 

 

茨城県高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会に参加して   細川 善満 

私は役員会の中で茨城県高次脳機能障害者支援ネットワーク協議会（以下協議会

という）に興味があったのでその雰囲気を味わいたいと思い 8 月 24 日の会合に

申込みオブザーバーとして出席してきました。 

当初協議会会合は各支援者の代表者（ソーシャルワーカー協会・障害者職業セン

ター・理学療法士会・言語聴覚士会・作業療法士会・医師会・大学教授・支援団体・

家族会）が委員となりそれぞれの活動を報告し合うのかと思っていたがそうではな

く高次脳機能障害支援センター（以下支援センターという）が令和 2 年度の実績

を報告し令和３年度活動方針を説明し、それに対し各支援者の代表が意見ならびに

要望提案する形式であった。高次脳機能障害者支援をより良くするための PDCA

サイクル（プラン・実行・検証・行動）の P と C の役割を担っていると考えられ

ます。会合内容の詳細は省略しますが、➀地域支援拠点機関（医療機関）5か所に

ついて、②支援コディネーターの配置について③他の障害との重複について④グル

ープホームでの課題⑤各ネットワークとの重複⑥縦割りだけでなく横やりの必要

性等高次脳機能障害者支援について多岐にわたって真剣に考えてくれているのは

うれしい限りであった。今回オブザーバーとして参加して生の声が聴けてよかった。

3年前に支援センターが出来た効果が徐々に出てきてさらに将来希望が持てる。こ

の協議会の活動にも今後益々期待をしたい。 

高次脳機能障害者支援センターだより 
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◇NPO 法人「日本高次脳機能障害友の会」の理事長古謝由美さんが退任され、新理

事長として片岡保憲さんが就任されました。尚、「日本高次脳機能障害第 20回全

国大会２０２０in 福島」は、令和 3年に延期となりました。 

◇例年実施の「県リハビリ講習会」は、今年度は中止となりました。 

 
★表紙の裏(48号内容一覧)の写真動画を視るためにQRコードを掲載しました。 

しかし、現在はアップロードしたユーザにより削除されていて、その QR コード

からは視られません。 

新たに別の QRコードを載せますので、 

こちらからご覧ください。 

 

新聞記事より 

◎茨城新聞の「リハビリ忍法帖」に、当会でもお世話になっている言語聴 

覚士の吉田真由美先生のことが掲載されていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※広報誌「筑波のかえる」は、「茨城県福祉団体補助金」により発行しています。 

お知らせ 


